
宝
治
元
年
『
院
御
歌
合
』
内
部
考
証

!
構
成
、
勅
撰
集
入
集
状
況
、
出
詠
歌
、
判
詞
を
手
が
か
り
に

i

は
じ
め
に

藤

川

功

和

『
院
御
歌
合
』
(
『
仙
洞
十
首
歌
合
』
、
『
百
三
十
番
歌
合
』
と
も
。
本
稿
で
は

「
新
編
国
歌
大
観
」
の
呼
称
に
よ
る
)
は
、
宝
治
元
年
(
一
二
四
七
)
成
立
の
、

十
題
、
百
三
十
番
、
出
詠
歌
人
二
十
六
人
に
よ
る
、
後
嵯
峨
院
政
初
発
期
に
催

さ
れ
た
大
規
模
な
歌
合
で
あ
る
。
出
詠
者
は
、
主
催
者
後
嵯
峨
院
を
は
じ
め
、

藤
原
為
家
・
為
氏
父
子
ら
御
子
左
派
歌
人
と
蓮
性
ら
反
御
子
左
派
歌
人
、
ま
た
、

西
国
寺
実
氏
ら
権
門
歌
人
や
葉
室
定
嗣
ら
院
近
臣
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

位
藤
邦
生
を
中
心
と
す
る
メ
ン
バ
ー
で
進
め
て
き
た
宝
治
元
年
『
院
御
歌
合
』

(
1
)
 

の
注
釈
を
最
終
題
ま
で
終
え
た
。
解
釈
に
疑
問
が
残
る
箇
所
も
あ
り
、
ま
た
、

最
初
の
「
早
春
霞
」
題
か
ら
三
題
目
の
「
五
月
郭
公
」
ま
で
は
群
書
類
従
本
を

底
本
と
し
、
そ
れ
以
降
は
永
青
文
庫
本
を
底
本
と
す
る
な
ど
、
本
文
の
不
統
一

も
あ
り
、
今
後
は
全
体
を
再
検
討
し
て
、
さ
ら
に
正
確
な
注
釈
を
目
指
し
て
ゆ

き
た
い
。

本
稿
で
は
、
そ
う
い
っ
た
再
検
証
の
前
段
階
と
し
て
、
『
院
御
歌
合
』
全
体
の

構
成
や
、
当
該
歌
合
の
四
年
後
に
為
家
に
よ
っ
て
撰
集
さ
れ
た
後
嵯
峨
院
下
命

に
よ
る
最
初
の
勅
撰
集
『
続
後
撰
和
歌
集
』
へ
の
入
集
状
況
等
を
再
確
認
し
、

本
歌
合
に
関
し
て
、
若
干
の
私
見
を
提
示
し
た
い
。

『
続
後
撰
和
歌
集
』
と
『
院
御
歌
合
』

『
院
御
歌
合
』
の
設
題
は
、
四
季
・
恋
・
覇
旅
・
賀
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

「
早
春
霞
」
(
春
)
「
山
花
」
(
春
)
「
五
月
郭
公
」
(
夏
)

「
初
秋
風
」
(
秋
)
「
海
辺
月
」
(
秋
)
「
野
外
雪
」
(
冬
)

「
忍
久
恋
」
(
恋
)
「
逢
不
遇
恋
」
(
恋
)
「
旅
宿
嵐
」
(
属
旅
)

「
社
頭
祝
」
(
神
祇
)

例
え
ば
、
「
新
編
国
歌
大
観
」
第
五
巻
歌
合
編
を
み
る
と
、

O
寛
和
二
年
(
九
八
六
)
六
月
十
日
『
内
裏
歌
合
』
〔
題
〕
(
春
)
霞
・
鴬
・
梅

・
子
日
・
桜
・
款
冬
、
(
夏
)
郭
公
・
塵
麦
・
菖
蒲
・
倍
、
(
秋
)
織
女
・
霧
・

月
・
松
虫
・
網
代
、
(
冬
)
紅
葉
・
時
雨
・
霜
・
雪
、
(
賀
)
祝
、
(
恋
)
恋
、

O
天
喜
元
年
(
一

O
五
三
)
八
月
『
越
中
守
頼
家
歌
合
』
〔
題
〕
(
春
)
立
島
・

鹿
汲
川
、
(
夏
)
無
景
水
・
櫛
田
社
、
(
秋
)
三
島
・
木
葉
郷
、
(
冬
)
渋
谷
浦
・

石
西
渡
、
(
恋
)
名
子
続
橋
、
(
賀
)
二
神
山

O
承
暦
二
年
(
一

O
七
八
)
『
内
裏
歌
合
』
〔
題
〕
(
春
)
子
日
・
震
・
鴬
・
桜
、

(
夏
)
藤
花
・
菖
蒲
・
郭
公
・
五
月
雨
、
(
秋
)
七
夕
・
月
・
鹿
・
紅
葉
、
(
冬
)

雪
、
(
賀
)
祝
、
(
恋
)
恋

O
永
長
元
年
(
一

O
九
六
)
『
権
大
納
言
家
歌
合
』
〔
題
〕
(
春
)
霞
・
鷺
・
桜
、

(
夏
)
郭
公
・
五
月
雨
、
(
秋
)
月
・
女
郎
花
・
紅
葉
、
(
冬
)
雪
・
千
鳥
、
(
賀
)

祝
、
(
恋
)
恋

q
J
 

n
J
 



O
治
承
三
年
(
一
一
七
九
)
十
月
十
八
日
『
右
大
臣
家
歌
合
』
〔
題
〕
(
春
)
震

・
花
、
(
夏
)
子
規
、
(
秋
)
月
・
紅
葉
、
(
冬
)
雪
、
(
賀
)
祝
、
(
恋
)
恋
、
(
罵

旅
)
旅
、
(
雑
)
述
懐
等
が
、
当
該
歌
合
と
ほ
ぼ
同
様
の
題
の
構
成
の
先
行
例

と
し
て
み
え
る
。
ま
た
、
後
嵯
峨
院
時
代
ま
で
を
含
め
た
歴
代
勅
撰
集
の
部
立

て
を
み
る
と
、
『
千
載
和
歌
集
』
(
剛
割
・
別
・
剰
刺
・
哀
傷
・
賀
・
創
・
雑
・

釈
教
・
州
制
)
や
、
『
続
後
撰
和
歌
集
』
(
剛
割
・
制
耐
・
釈
教
・
刻
・
雑
・
劇

旅
・
賀
)
に
、
構
成
や
配
列
上
の
似
通
い
が
看
取
さ
れ
る
。

一
方
、
後
嵯
峨
院
政
期
の
他
の
歌
合
に
目
を
転
じ
る
と
、
建
長
三
年
(
一
二

五
一
)
九
月
十
三
夜
催
行
の
『
影
供
歌
合
』
で
は
、
「
初
秋
露
」
「
山
家
秋
風
」
「
朝

草
花
」
「
暮
山
鹿
」
「
霧
間
雁
」
「
名
所
月
」
「
田
家
月
」
「
行
路
紅
葉
」
「
寄
煙
忍

恋
」
「
寄
月
恨
恋
」
の
十
題
と
な
っ
て
お
り
、
催
行
時
期
で
あ
る
秋
に
事
寄
せ
た

設
題
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
文
永
二
年
(
一
二
六
五
)
七
月
催
行
の
『
歌
合
』
で
は
、
「
山
花
」
「
里

郭
公
」
「
河
月
」
「
野
雪
」
「
忍
久
恋
」
の
五
題
で
、
四
季
と
恋
と
で
設
題
さ
れ
て

い
る
。
次
の
文
永
二
年
八
月
十
五
夜
『
歌
合
』
で
は
、
「
未
出
月
」
「
初
昇
月
」
「
停

午
月
」
「
漸
傾
月
」
「
欲
入
月
」
の
月
五
題
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
文
永
二
年
九
月
『
亀
山
殿
五
首
歌
合
』
で
は
、
「
河
月
」
「
野
鹿
」
「
山

紅
葉
」
「
不
逢
恋
」
「
絶
恋
」
の
秋
に
事
寄
せ
た
五
題
の
設
題
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
文
永
二
年
七
月
の
『
歌
合
』
が
四
季
と
恋
を
設
定
し
て
い
る
以
外

は
、
い
ず
れ
も
催
行
時
点
の
季
節
に
関
わ
る
題
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
当
該
歌
合
か
ら
『
続
後
撰
和
歌
集
』
へ
入
集
し
た
歌
人
を
一
覧

(
2
)
 

す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

【
『
院
御
歌
合
』
か
ら
『
続
後
撰
和
歌
集
』
へ
入
集
し
た
歌
人
と
入
集
状
況
】

①
後
嵯
峨
院
(
お
歳
)
|
十
四
番
左
「
山
花
」
↓
『
続
後
撰
』
春
歌
中
・
花
、

内

U

二
十
七
番
左
「
五
月
郭
公
」
↓
『
続
後
撰
』
夏
歌
・
却
、
五
十
三
番
左
「
海
辺

月
」
↓
『
続
後
撰
』
秋
歌
中
・
持
、
百
十
八
番
左
「
社
頭
祝
」
↓
『
続
後
撰
』

司

J

神
祇
歌

-
m

※
(
)
の
年
齢
は
宝
治
元
年
時
点
。
以
下
同
じ
。

(
『
続
後
撰
和
歌
集
』
入
集
歌
二
十
三
首
中
、
四
首
が
『
院
御
歌
合
』
出
詠
歌
)

②
承
明
門
院
小
宰
相
(
未
詳

)
l七
十
九
番
右
↓
『
続
後
撰
』
恋
歌
一

-
m

(
『
続
後
撰
和
歌
集
』
入
集
歌
六
首
中
、
一
首
が
『
院
御
歌
合
』
出
詠
歌
)

③
通
忠
(
刀
歳
)
|
五
十
五
番
左
「
海
辺
月
」
↓
『
続
後
撰
』
秋
歌
中

-
m

(
『
続
後
撰
和
歌
集
』
の
入
集
歌
は
『
院
御
歌
合
』
出
詠
歌
の
一
首
の
み
)

ウ畠

④
公
相
(
お
歳
)
|
百
八
番
右
「
旅
宿
嵐
」
↓
『
続
後
撰
』
罷
旅
歌

-
m

(
『
続
後
撰
和
歌
集
』
入
集
歌
六
首
中
、
一
首
が
『
院
御
歌
合
』
出
詠
歌
)

⑤
公
基
(
沼
歳

)
l三
十
一
番
左
「
五
月
郭
公
」
↓
『
続
後
撰
』
夏
歌

-
m

(
『
続
後
撰
和
歌
集
』
入
集
歌
三
首
中
、
一
首
が
『
院
御
歌
合
』
出
詠
歌
)

⑥
為
教
(
引
歳
)
|
五
十
七
番
右
「
海
辺
月
」
↓
『
続
後
撰
』
秋
歌
中

-
m

(
『
続
後
撰
和
歌
集
』
入
集
歌
二
首
中
、
一
首
が
『
院
御
歌
合
』
出
詠
歌
)

⑦
為
経
(
児
歳
)
|
九
十
七
番
左
「
逢
不
遇
恋
」
↓
『
続
後
撰
』
恋
四

-
m

(
『
続
後
撰
和
歌
集
』
入
集
歌
五
首
中
、
一
首
が
『
院
御
歌
合
』
出
詠
歌
)

@
少
将
内
侍
(
未
詳
)
|
八
十
九
番
右
「
忍
久
恋
」
↓
『
続
後
撰
』
恋
歌
一

初
(
『
続
後
撰
和
歌
集
』
入
集
歌
五
首
中
、
一
首
が
『
院
御
歌
合
』
出
詠
歌
)

@
禅
信
(
未
詳
)
|
六
十
四
番
右
「
海
辺
月
」
↓
『
続
後
撰
』
秋
歌
中

-m

(
『
続
後
撰
和
歌
集
』
入
集
歌
三
首
中
、
一
首
が
『
院
御
歌
合
』
出
詠
歌
)
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当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
後
嵯
峨
院
の
入
集
数
が
一
番
多
く
四
首
、
他
の
歌
人

は
一
首
の
み
『
院
御
歌
合
』
か
ら
と
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
歌
人
の

内
、
撰
集
下
命
者
で
あ
る
後
嵯
峨
院
を
除
け
ば
、
各
歌
人
の
『
続
後
撰
和
歌
集
』

へ
の
総
入
集
歌
数
は
多
く
て
公
相
の
六
首
と
十
首
以
下
で
あ
り
、
且
つ
、
承
明

門
院
小
宰
相
を
除
い
て
後
嵯
峨
院
を
含
め
た
八
人
は
い
ず
れ
も
『
続
後
撰
和
歌

集
』
入
集
に
よ
っ
て
勅
撰
歌
人
と
な
っ
て
い
る
。
佐
藤
恒
雄
氏
は
、
『
院
御
歌
合
』

や
『
宝
治
百
首
』
の
構
成
メ
ン
バ
ー
に
関
連
し
て
、
「
お
そ
ら
く
は
為
家
が
人
撰

に
関
与
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
D
歌
合
(
『
院
御
歌
合
』
、
稿
者
注
)
と
F
百
首

(
『
宝
治
百
首
』
・
稿
者
注
)
の
場
合
は
」
「
努
め
て
広
く
歌
人
を
集
め
よ
う
と
し

た
あ
と
が
あ
り
あ
り
と
窺
え
」
「
そ
れ
は
来
る
べ
き
勅
撰
集
を
目
ざ
し
て
の
措
置

(
3
)
 

で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
る
が
、
後
嵯
峨
院
を
は
じ
め
八
人
の
『
続

後
撰
和
歌
集
』
へ
の
入
集
状
況
か
ら
、
『
院
御
歌
合
』
が
広
く
当
代
歌
人
の
詠
を

収
集
す
る
撰
集
資
料
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
確
認
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
院
御
歌
合
』
か
ら
一
番
多
く
『
続
後
撰
和
歌
集
』
に
入
集
し
て

い
る
後
嵯
峨
院
に
つ
い
て
は
、
譲
位
以
前
の
詠
作
が
殆
ど
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、

譲
位
後
に
な
っ
て
本
格
的
な
作
歌
活
動
が
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

(
4
)
 

小
林
強
氏
に
よ
る
と
、
後
嵯
峨
院
の
譲
位
以
前
の
詠
は
、
嘉
禎
三
年
(
一
二
三

七
)
以
前
に
一
首
、
寛
元
元
年
に
一
首
、
寛
元
二
年
に
一
首
、
そ
し
て
在
位
中

の
探
題
和
歌
の
二
首
の
み
で
あ
る
。
こ
の
内
、
『
続
後
撰
和
歌
集
』
に
お
い
て
は
、

在
位
中
の
探
題
和
歌
の
一
首
「
し
き
し
ま
の
や
ま
と
し
ま
ね
の
朝
震
も
ろ
こ
し

ま
で
も
春
は
た
つ
ら
し
」
(
春
歌
上
・
「
什
引
制
叫
利
剖
リ
剖

U
叶
引
刷
、
う
へ

の
を
の
こ
ど
も
題
を
さ
ぐ
り
て
歌
っ
か
う
ま
つ
り
け
る
つ
い
で
に
、
震
を
」
・
一

O
)
が
、
後
嵯
峨
院
の
早
い
時
期
の
詠
で
あ
る
。
ま
た
、
小
林
氏
に
よ
る
と
、

後
嵯
峨
院
の
譲
位
後
か
ら
『
院
御
歌
合
』
に
至
る
ま
で
の
詠
で
実
作
が
確
認
で

き
る
の
は
、
宝
治
元
年
に
四
首
の
み
で
あ
る
。

後
嵯
峨
院
の
譲
位
以
前
の
実
作
の
現
存
状
況
や
、
当
該
歌
合
か
ら
の
『
続
後

撰
和
歌
集
』
へ
の
入
集
状
況
を
勘
案
す
る
と
、
当
該
歌
合
は
、
『
続
後
撰
和
歌
集
』

の
撰
集
資
料
、
と
り
わ
け
、
後
嵯
峨
院
詠
の
撰
集
資
料
と
い
う
側
面
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
院
御
歌
合
』
か
ら
後
嵯
峨
院
の
詠
を
詠
歌
内
容
に
偏
り

無
く
収
集
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
特
定
の
季
節
や
状
況
(
恋
・
賀
)
に

特
化
し
た
設
題
で
は
な
く
、
ま
ん
べ
ん
な
く
題
を
設
定
し
て
い
る
方
が
、
当
該

歌
合
催
行
時
点
で
実
作
が
充
実
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
後
嵯
峨
院
の
詠
を
収

集
す
る
材
料
と
し
て
は
使
い
勝
手
が
よ
い
は
ず
で
、
実
際
、
当
該
歌
合
か
ら
の

後
嵯
峨
院
の
『
続
後
撰
和
歌
集
』
へ
の
入
集
歌
は
、
「
見
て
も
猶
お
く
ぞ
ゆ
か
し

き
あ
し
が
き
の
よ
し
の
の
山
の
花
の
さ
か
り
は
」
(
剰
刺
判
・
七
八
・
「
十
首
歌

合
に
、
山
花
」
)
、
「
さ
と
な
れ
て
い
ま
ぞ
な
く
な
る
ほ
と
と
ぎ
す
さ
月
を
人
は
ま

っ
ベ
か
り
け
り
」
(
到
捌
・
二

0
0
・
「
十
首
歌
合
に
、
五
月
郭
公
と
い
へ
る
心

を
よ
ま
せ
給
う
け
る
」
)
、
「
し
ほ
が
ま
の
う
ら
の
け
ぶ
り
は
た
え
に
け
り
月
見
む

と
て
の
あ
ま
の
し
わ
ざ
に
」
(
秋
歌
中
・
三
四
八
・
「
十
首
歌
合
に
、
海
辺
月
と

い
へ
る
心
を
よ
ま
せ
給
う
け
る
」
)
、
「
わ
が
す
ゑ
の
た
え
ず
す
ま
な
ん
い
す
ず
が

は
そ
こ
に
ふ
か
め
て
き
よ
き
心
を
」
(
神
祇
歌
・
五
三
四
・
「
十
首
歌
合
に
、
社

頭
祝
」
)
と
、
春
、
夏
、
秋
、
神
祇
に
一
首
ず
つ
入
集
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
後

嵯
峨
院
は
、
『
続
後
撰
和
歌
集
』
に
『
院
御
歌
合
』
出
詠
歌
以
外
に
十
九
首
入
集

し
て
い
る
が
、
そ
の
内
、
当
該
歌
合
と
近
接
し
て
催
さ
れ
た
『
宝
治
百
首
』
か

F
「
u

n
t
u
 



ら
は
四
首
と
『
院
御
歌
合
』
か
ら
の
詠
と
同
数
が
入
集
し
て
お
り
、
逆
に
い
え

ば
『
院
御
歌
合
』
が
『
宝
治
百
首
』
と
同
等
に
撰
集
資
料
と
し
て
扱
わ
れ
て
い

(
5
)
 

た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

〈
場
〉
と
し
て
の
『
院
御
歌
合
』

一
方
、
『
院
御
歌
合
』
か
ら
『
続
後
撰
和
歌
集
』
に
歌
を
採
ら
れ
て
い
な
い
歌

人
十
七
名
の
、
当
該
歌
合
に
お
け
る
勝
敗
と
『
続
後
撰
和
歌
集
』
ま
で
の
勅
撰

集
入
集
状
況
は
以
下
の
知
く
で
あ
る
。

①
実
氏
(
臼
歳
)
|
勝
3
負
4
持

3

(
対
俊
成
卿
女
)

『
新
勅
撰
和
歌
集
』
十
七
首
入
集
、
『
続
後
撰
和
歌
集
』
|
三
十
六
首
入
集

②
俊
成
卿
女
(
未
詳
)
|
勝
4
負
3
持
3

(
対

実

氏

)

『
新
古
今
和
歌
集
』
二
十
八
首
入
集
、
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
八
首
入
集
、

『
続
後
撰
和
歌
集
』
十
一
首
入
集

③
実
雄
(
刀
歳

)
l勝
6
負
2
持

2

(
対

通

忠

)

『
続
後
撰
和
歌
集
』
八
首
入
集

④
定
雅
(
却
歳
)
|
勝
1
負
7
持

2

(
対

公

相

)

『
続
後
撰
和
歌
集
』
一
首
入
集

⑤
信
実

(η
歳
)
|
勝
4
負
3
持

3

(
対

為

経

)

『
新
勅
撰
和
歌
集
』
十
首
入
集
、
『
続
後
撰
和
歌
集
』
十
七
首
入
集

@
通
成
(
お
歳

)
l勝
4
負

2
持

4

(
対

雅

光

)

『
続
後
撰
和
歌
集
』
一
首
入
集

⑦
雅
光
(
勾
歳

)
l勝
2
負
4
持

4

(
対

通
成
)

入
集
ナ
シ

@
有
教
(
お
歳
)
|
勝
1
負
6
持
3

(
対
弁
内
侍
)

『
新
勅
撰
和
歌
集
』
一
首
入
集
、
『
続
後
撰
和
歌
集
』
二
首
入
集

@
弁
内
侍
(
未
詳
)
|
勝
6
負
1
持

3

(
対

有

教

)

『
続
後
撰
和
歌
集
』
四
首
入
集

⑮
師
継
(
話
歳
)
|
勝
3
負

2
持

5

(
対

雅

忠

)

『
続
後
撰
和
歌
集
』
二
首
入
集

⑪
雅
忠
(
却
歳
)
|
勝
2
負
3
持

5

(
対

師

継

)

『
続
後
撰
和
歌
集
』
一
首
入
集

⑫
蓮
性
(
“
歳
)
|
勝
6
負

4

(
対

下

野

)

『
新
古
今
和
歌
集
』
一
首
入
集
、
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
十
二
首
入
集
、

『
続
後
撰
和
歌
集
』
十
九
首
入
集

⑬
下
野
(
未
詳
)
|
勝
4
負
6

(
対

蓮

性

)

『
新
古
今
和
歌
集
』
二
首
入
集
、
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
二
首
入
集
、

『
続
後
撰
和
歌
集
』
六
首
入
集

⑪
為
氏
(
お
歳
)
|
勝
5
負
3
持

2
(
対
少
将
内
侍
)

『
続
後
撰
和
歌
集
』
六
首
入
集

⑮
経
朝
(
お
歳
)
|
勝
3
負
5
持

2
(
対

禅

信

)

『
続
後
撰
和
歌
集
』
一
首
入
集

⑮
嘉
陽
門
院
越
前
(
未
詳
)
|
勝
9
持

1
(対
為

家

)

『
新
古
今
和
歌
集
』
七
首
入
集
、
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
三
首
入
集
、

『
続
後
撰
和
歌
集
』
三
首
入
集
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⑪
為
家
(
卸
歳
)
|
負
9
持
1

(
対

越

前

)

『
新
勅
撰
和
歌
集
』
六
首
入
集
、
『
続
後
撰
和
歌
集
』
十
一
首
入
集

こ
れ
ら
十
七
名
の
内
、
実
雄
、
定
雅
、
通
成
、
弁
内
侍
、
師
継
、
雅
忠
、
為

氏
、
経
朝
の
八
名
は
、
『
続
後
撰
和
歌
集
』
入
集
に
よ
っ
て
勅
撰
歌
人
と
な
っ
て

い
る
。
な
お
、
八
名
の
『
続
後
撰
和
歌
集
』
入
集
歌
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

O
実
雄

(
1
7
6
『
宝
治
百
首
』
、

2
7
8
「
入
道
前
摂
政
家
に
秋
の
三
十
首
歌

よ
み
侍
り
け
る
に
、
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る
」
、

3
5
4
『
影
供
歌
合
』
、

4
2

1
『
影
供
歌
合
同

4
5
1
『
宝
治
百
首
』
、

4
9
0
『
宝
治
百
首
』
、

5
6
6
『宝

治
百
首
』
、

7
5
3
『
宝
治
百
首
』
)

O
定
雅

(
6
7
0
『
影
供
歌
合
』
)

O
通
成

(
3
4
5
『
影
供
歌
合
』
、

7
8
3
「
寄
松
恋
」
、

1
3
6
2
「
月
多
秋

友
と
い
ふ
題
を
講
ぜ
ら
れ
侍
り
し
と
き
」
)

O
弁
内
侍

(
1
7
8
「
卯
月
の
つ
い
た
ち
ご
ろ
、
内
よ
り
女
房
と
も
な
ひ
て
郭

公
き
き
に
と
て
西
国
寺
に
ま
か
れ
り
け
る
に
、
は
つ
こ
ゑ
き
き
て
よ
み
侍
り
け

る」、

2
4
7
『
影
供
歌
合
同

3
9
1
『
宝
治
百
首
』
、

6
7
1
『
影
供
歌
合
』
)

O
師
継

(
7
5
5
『
宝
治
百
首
』
、

9
7
6
『
影
供
歌
合
』
)

O
雅
忠

(
6
3
「
(
春
歌
の
中
に
)
」
)

O
為
氏

(
4
1
「
建
長
二
年
詩
歌
を
あ
は
せ
ら
れ
侍
り
し
時
、
江
上
春
望
」
、
7

0

「
花
の
歌
の
中
に
」
、

3
6
0
『
影
供
歌
合
』
、

6
7
3
「
忍
恋
を
」
、

8
0
2

「
題
し
ら
ず
」
、

8
3
0
「
(
お
な
じ
心
を
)
」
)

O
経
朝

(
4
9
1
「
(
冬
月
)
」
)

八
名
の
内
、
定
雅
、
雅
忠
、
経
朝
は
、
当
該
歌
合
に
お
い
て
負
け
越
し
て
お

り
、
・
な
お
か
つ
勝
数
が
二

1
三
と
少
な
く
、
『
院
御
歌
合
』
か
ら
『
続
後
撰
和
歌

集
』
に
歌
が
と
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
当
該
歌
合
か
ら
の
『
続
後
撰
和
歌
集
』

入
持
切
が
原
則
と
し
て
負
歌
か
ら
は
採
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
と
関
係
し
て
い

よ
う
。
ま
た
、
勝
ち
越
し
て
い
る
実
雄
、
通
成
、
師
継
、
為
氏
に
つ
い
て
も
、

当
該
歌
合
以
前
の
歌
歴
は
そ
れ
ほ
ど
充
実
し
て
は
お
ら
ず
、
一
方
で
、
実
雄
、

通
成
、
師
継
、
為
氏
ら
は
、
佐
藤
恒
雄
氏
が
指
摘
さ
れ
る
知
く
「
君
側
の
高
級

廷
臣
た
ち
に
よ
る
内
々
の
会
と
し
て
出
発
し
た
」
後
嵯
峨
院
歌
壇
に
お
い
て
「
御

幸
に
供
奉
し
た
公
卿
廷
臣
た
ち
」
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
八
名
の
『
院
御
歌
合
』

出
詠
歌
に
は
、
『
続
後
撰
和
歌
集
』
撰
者
為
家
の
目
に
叶
う
も
の
が
な
く
、
『
続

後
撰
和
歌
集
』
成
立
以
前
に
後
嵯
峨
院
歌
壇
で
催
さ
れ
た
他
の
歌
合
や
百
首
歌

(
主
に
『
宝
治
百
首
』
や
建
長
三
年
『
影
供
歌
合
』
)
等
か
ら
歌
を
と
ら
れ
た
も

の
と
思
し
い
。

一
方
、
『
院
御
歌
合
』
か
ら
『
続
後
撰
和
歌
集
』
へ
と
ら
れ
な
か
っ
た
十
七
名

の
内
、
『
続
後
撰
和
歌
集
』
以
前
の
勅
撰
集
に
入
集
し
て
い
る
歌
人
は
、
実
氏
、

俊
成
卿
女
、
信
実
、
有
教
、
蓮
性
、
下
野
、
嘉
陽
門
院
越
前
、
為
家
の
八
名
で

あ
る
。
八
名
の
『
院
御
歌
合
』
に
お
け
る
勝
敗
を
み
る
と
、
勝
ち
越
し
て
い
る

の
は
、
俊
成
卿
女
、
信
実
、
蓮
性
、
下
野
、
越
前
の
玉
名
。
こ
の
内
、
越
前
の

勝
数
九
は
、
『
院
御
歌
合
』
全
体
に
お
い
て
後
嵯
峨
院
に
並
ん
で
最
多
で
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
一
首
も
『
続
後
撰
和
歌
集
』
に
と
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

例
え
ば
、
次
に
勝
数
の
多
い
の
は
公
相
の
七
だ
が
、
彼
の
詠
は
勝
歌
の
中
か
ら

『
続
後
撰
和
歌
集
』
に
入
集
し
て
い
る
し
、
ま
た
、
勝
数
が
僅
か
二
の
通
忠
も

そ
の
内
の
一
首
が
『
続
後
撰
和
歌
集
』
に
入
集
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考
え
る
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と
、
当
該
歌
合
に
お
け
る
勝
数
と
勅
提
集
(
こ
こ
で
は
特
に
『
続
後
撰
和
歌
集
』
)

へ
の
入
集
の
有
無
と
が
必
ず
し
も
比
例
し
な
い
場
合
が
存
す
る
。

例
え
ば
、
越
前
は
、
『
院
御
歌
合
』
「
早
春
霞
」
題
に
お
い
て
、
「
明
わ
た
る
み

ね
の
か
す
み
を
出
る
日
の
影
も
く
も
ら
ぬ
千
世
の
初
春
」
(
二
五
)
と
、
為
家
が

「
祝
言
も
こ
と
に
よ
ろ
し
く
侍
れ
」
と
評
す
る
後
嵯
峨
院
政
へ
の
祝
言
詠
を
提

出
し
て
い
る
が
、
為
家
は
そ
の
歌
を
『
続
後
撰
和
歌
集
』
に
は
と
っ
て
お
ら
ず
、

『
続
後
撰
和
歌
集
』
に
は
同
じ
く
「
早
春
霞
」
題
詠
の
「
さ
ほ
ひ
め
の
衣
は
る

か
ぜ
な
ほ
さ
え
て
か
す
み
の
袖
に
あ
は
ゆ
き
ぞ
ふ
る
」
(
『
続
後
撰
和
歌
集
』
春

-ヴ'】

歌
上
・
「
判
割
割
引
パ
ベ
剖
川
剖
」
・
二

O
)
を
入
集
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
q

一
方
、
越
前
と
番
え
ら
れ
て
負
九
、
持
一
の
為
家
は
、
例
え
ば
、
以
下
の
如

き
詠
を
提
出
し
、
且
つ
自
ら
自
作
を
判
じ
て
い
る
。

「
山
花
」
題
「
剖
叫
射
叫
り
引

U
剖
叫
例
刻
斗
刻
寸
何
と
よ
そ
な
る
花
を
み

る
ら
ん
」
(
二
十
六
番
右
)
に
つ
い
て
、
為
家
は
「
左
、
や
ま
の
心
お
ぼ
つ
か
な

く
や
、
割
引
引

U
剖
叫
例
刻
斗
刻
寸
叶
川
ベ
引
川
剖
例
村
州
剖
、
た
と
へ
は
つ

ま
木
お
へ
る
山
人
の
、
な
ほ
し
も
花
の
か
け
を
さ
り
て
よ
そ
に
見
た
る
お
も
か

け
、
は
な
は
た
み
く
る
し
く
侍
に
こ
そ
、
尤
為
負
」
と
指
摘
し
て
自
ら
負
を
付

し
て
い
る
。
位
藤
邦
生
氏
は
、
こ
の
番
を
取
り
上
げ
、
「
判
詞
中
の
『
古
今
和
歌

集
』
の
仮
名
序
(
黒
主
)
を
踏
ま
え
た
文
章
は
と
も
か
く
、
歌
の
中
に
「
老
か

身
に
く
る
し
き
」
と
い
っ
た
宇
句
が
あ
っ
て
、
晴
の
歌
合
の
歌
に
ふ
さ
わ
し
く

な
い
の
は
、
為
家
自
身
が
よ
く
わ
か
っ
て
い
た
は
ず
で
、
「
負
け
る
」
に
ふ
さ
わ

(
8
)
 

し
い
歌
で
も
あ
っ
た
」
と
指
摘
さ
れ
る
。

ま

た

、

「

五

月

郭

公

」

題

で

為
家
は

「
身
を
な
け
く
涙
は
時
も
別
ぬ
に
五
月

と
き
な
く
郭
公
哉
」
(
三
十
九
番
右
)
と
詠
み
、
自
ら
「
右
、
五
月
と
き
な
く
郭

公
、
題
の
心
下
の
句
に
と
り
あ
つ
め
て
い
ふ
か
ひ
な
く
侍
る
う
へ
に
、
身
を
歎

り
叫
川
ぺ

d
-矧
外
川
引
利
引
制
利
同

1
左
勝
と
こ
そ
申
侍
へ
ら
め
」
と
指
摘

し
負
け
を
付
し
て
い
る
が
、
位
藤
氏
は
こ
の
為
家
詠
と
自
詠
に
対
す
る
判
詞
に

も
注
目
さ
れ
、
「
歌
の
第
一
句
が
「
身
を
な
け
く
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
晴

の
歌
合
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
こ
と
は
、
は
じ
め
か
ら
わ
か
っ
て
い
た
は
ず
で
あ

る
。
為
家
自
身
判
詞
に
「
身
を
歎
く
と
い
へ
る
、
先
う
け
ら
れ
す
」
と
述
べ
て

い
る
。
ま
た
下
句
「
五
月
と
き
な
く
郭
公
」
に
題
の
心
が
と
り
集
め
ら
れ
て
い

る
欠
点
も
、
作
歌
の
段
階
で
為
家
が
十
分
に
承
知
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か

ら
、
こ
れ
も
や
は
り
負
け
る
た
め
に
番
え
ら
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
ら

れ
、
『
院
御
歌
合
』
に
お
け
る
為
家
が
意
識
的
に
負
け
る
様
な
歌
を
提
出
し
た
可

能
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
為
家
の
例
か
ら
、
詠
者
に
よ
っ
て
は
歌
合
の
勝
負
に
は
必
ず
し
も
拘
泥

せ
ず
、
そ
れ
と
は
別
の
意
識
の
も
と
に
歌
作
し
て
い
る
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
嘉
陽
門
院
越
前
に
次
ぐ
勝
ち
数
六
を
あ
げ
な
が
ら
、
『
続
後
撰
和
歌

集
』
に
一
首
も
採
ら
れ
て
い
な
い
蓮
性
の
場
合
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

(
資
料
1
)
『
院
御
歌
合
』
山
花
・
二
十
三
番

廿
三
番

¥

左

沙

弥

蓮

性

I
l
l
i
-
-
I
l
-
-
I
l
l
i
t
-
-

山
イ

尋
き
て
今
そ
し
め
ゆ
ふ
玉
た
す
き
雲
ゐ
る
嶺
の
初
桜
花

右

勝

下
野



み
よ
し
の
与
お
く
ま
で
花
に
さ
そ
は
れ
ぬ
か
へ
ら
ん
道
の
し
ほ
り
た
に
せ
て

左
、
い
ま
そ
し
め
ゆ
ふ
た
ま
た
す
き
な
と
い
へ
る
、
ふ
る
き
こ
と
は
を

か
け
て
い
ひ
し
り
て
侍
れ
と
、
右
、
山
そ
あ
ら
は
し
た
く
侍
れ
と
も
、

し
ほ
り
と
い
へ
る
に
き
こ
え
て
侍
れ
は
、
今
た
つ
ね
き
た
る
よ
り
は
か

へ
ら
ん
み
ち
の
し
ほ
り
た
に
せ
て
と
い
へ
る
は
、
花
に
さ
そ
は
る
L

心

猶
ふ
か
く
や
そ
め
ま
し
て
侍
へ
き
、
仰
以
右
為
勝

(
資
料
2
)
『
院
御
歌
合
』
五
月
郭
公
・
三
十
六
番

品
川
六
番左

沙

弥

蓮

性

郭
公
い
か
て
あ
や
め
に
引
そ
へ
て
刻
州
制
引
制
剖
叫
到
吋
削
州
剖

U

右

勝

下

野

五
月
雨
の
ふ
り
に
し
友
と
か
た
ら
へ
は
な
れ
も
こ
と
L

ふ
時
鳥
哉

左
、
寄
さ
ま
よ
ろ
し
く
侍
る
を
、
下
旬
を
よ
み
あ
け
侍
ら
ぬ
ほ
と
は
、

い
か
に
侍
へ
き
に
か
と
き
こ
ゆ
る
所
や
侍
ら
ん
、
右
、
ふ
り
に
し
友
と

か
た
ら
へ
は
な
れ
も
こ
と
と
ふ
な
と
い
へ
る
、
心
か
よ
へ
る
所
さ
る
か

た
も
侍
な
ん
と
て
、
さ
の
み
は
い
か
与
と
思
ひ
な
か
ら
、
又
勝
の
字
を

つ
け
侍
ぬ

こ
れ
ら
は
為
家
が
い
ず
れ
も
負
け
を
付
し
た
歌
で
あ
り
、
傍
線
に
注
目
す
る

(
9
)
 

と
い
ず
れ
も
所
調
『
万
葉
集
』
を
源
泉
と
す
る
表
現
の
使
用
が
確
認
さ
れ
る
。

一
方
、
『
続
後
撰
和
歌
集
』
の
蓮
性
入
集
歌
を
確
認
す
る
と
、
「
み
く
ま
の
の

浦
の
は
ま
ゆ
ふ
い
く
か
へ
り
春
を
か
さ
ね
て
か
す
み
き
ぬ
ら
ん
」
(
春
歌
上
・
四

一
了
「
洞
院
摂
政
家
百
首
歌
に
、
霞
」
)
、
「
は
る
を
へ
て
花
を
し
見
れ
ば
と
ば
か

り
を
う
き
な
ぐ
さ
め
の
身
ぞ
ふ
り
に
け
る
」
(
春
歌
中
・
九
六
・
「
花
歌
の
中

に
」
)
、
「
な
に
は
な
る
み
っ
と
も
い
は
じ
あ
し
の
ね
の
み
じ
か
き
夜
半
の
い
ざ
よ

ひ
の
月
」
(
夏
歌
・
二
一
八
・
「
題
し
ら
ず
」
)
、
「
わ
た
の
は
ら
あ
さ
み
つ
し
ほ
の

い
や
ま
し
に
す
ず
し
く
な
り
ぬ
秋
の
は
つ
か
ぜ
」
(
秋
歌
上
・
二
四
一
・
「
寛
喜

元
年
女
御
入
内
扉
風
に
、
海
辺
秋
風
」
)
、
「
な
が
む
れ
ば
見
し
ょ
の
秋
も
わ
す
ら

れ
ず
月
に
む
か
し
の
か
げ
や
そ
ふ
ら
ん
」
(
秋
歌
中
・
三
七
一
・
「
(
月
の
歌
中

に
ご
)
、
「
き
り
ぎ
り
す
な
が
き
う
ら
み
を
す
が
の
ね
の
思
ひ
み
だ
れ
て
な
か
ぬ

夜
ぞ
な
き
」
(
三
八
四
・
「
題
し
ら
ず
」
)
、
「
神
な
月
し
ぐ
る
る
こ
ろ
と
い
ふ
事
は

ま
な
く
こ
の
は
の
ふ
れ
ば
な
り
け
り
」
(
冬
歌
・
四
六
二
・
「
(
冬
の
は
じ
め
の
歌

と
て
)
」
)
、
「
と
し
く
る
る
か
が
み
の
か
げ
も
白
雪
の
つ
も
れ
ば
人
の
身
さ
へ
ふ

り
つ
つ
」
(
五
二
六
・
「
(
と
し
の
く
れ
の
心
を
)
」
)
、
「
し
る
や
と
て
ま
く
ら
だ
に

せ
ぬ
よ
ひ
ょ
ひ
の
心
の
ほ
か
に
も
る
な
み
だ
か
な
」
(
恋
歌
中
・
六
五

0
・
「
(
恋

歌
中
に
ご
)
、
「
恋
ひ
し
な
む
身
を
や
は
を
し
む
あ
ふ
事
に
か
へ
ぬ
い
の
ち
の
猶

つ
ら
き
か
な
」
(
恋
歌
二
・
七
一
八
・
「
題
し
ら
ず
」
)
、
「
あ
だ
人
の
こ
こ
ろ
の
秋

の
つ
ゅ
よ
り
ぞ
見
し
こ
と
の
葉
も
い
ろ
か
は
り
ゆ
く
」
(
恋
歌
四
・
九
二
三
・
「
道

助
法
親
王
家
の
五
十
首
歌
に
、
寄
露
恋
」
)
、
「
な
げ
き
わ
び
ね
ぬ
よ
の
そ
ら
の
あ

け
や
ら
で
う
か
り
し
鳥
の
ね
こ
そ
ま
た
る
れ
」
(
恋
歌
五
・
九
八

0
・
「
入
道
前

摂
政
家
歌
合
に
、
寄
烏
恋
」
)
、
「
の
ち
に
又
あ
ひ
見
む
事
も
た
の
ま
れ
ず
身
も
お

い
ら
く
の
は
る
の
わ
か
れ
は
」
(
雑
歌
上
・
一

O
四
七
・
「
(
暮
春
の
心
を
よ
め

る
ご
)
、
「
身
は
か
く
て
う
き
ぬ
の
い
け
の
あ
や
め
ぐ
さ
ひ
く
人
も
な
き
ね
こ
そ

つ
き
せ
ね
」
(
一

O
五
四
・
「
(
夏
歌
の
中
に
ご
)
、
「
ふ
り
は
つ
る
わ
が
身
む
そ
ぢ

の
か
み
な
づ
き
そ
で
は
い
つ
よ
り
し
ぐ
れ
そ
め
け
ん
」
(
一

O
九
0
・
「
(
題
し
ら

-39ー



ず
)
」
)
、
「
む
か
し
思
ふ
た
か
の
の
山
の
ふ
か
き
夜
に
あ
か
つ
き
と
ほ
く
す
め
る

月
か
げ
」
(
雑
歌
中
・
一
一
一
八
・
「
古
寺
月
と
い
へ
る
心
を
」
)
、
「
わ
か
の
浦
の

よ
も
の
も
く
づ
を
か
き
お
き
て
あ
ま
の
し
わ
ざ
の
ほ
ど
や
し
ら
れ
ん
」
(
一
一
四

六
・
「
題
し
ら
ず
」
)
、
「
い
か
な
り
し
み
の
の
を
や
ま
の
い
は
ね
松
ひ
と
り
つ
れ

な
き
と
し
の
へ
ぬ
ら
ん
」
(
一
一
七
四
・
「
(
身
を
う
れ
へ
て
よ
み
侍
り
け
る
)
」
)
、

「
は
か
な
さ
の
い
の
ち
も
し
ら
ぬ
別
ぢ
は
ま
て
ど
も
え
こ
そ
ち
ぎ
ら
ざ
り
け
れ
」

(
罵
旅
歌
・
二
一
八
四
・
「
(
別
の
心
を
)
」
)
と
、
『
万
葉
集
』
摂
取
は
殆
ど
確
認

(
1
0
)
 

出
来
な
い
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、
『
続
後
撰
和
歌
集
』
撰
者
為
家
が
『
万
葉
集
』

の
表
現
を
摂
取
し
た
蓮
性
詠
を
入
集
さ
せ
な
か
っ
た
と
も
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ

り
、
『
院
御
歌
合
』
か
ら
の
蓮
性
の
入
集
が
確
認
出
来
な
い
要
因
の
一
つ
は
、
当

該
歌
合
に
お
け
る
蓮
性
の
詠
み
ぶ
り
に
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
見

方
を
変
え
れ
ば
、
蓮
性
は
『
院
御
歌
合
』
に
お
い
て
、
勝
敗
と
は
別
に
、
自
身

の
主
張
す
る
歌
風
を
対
外
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
と
も
捉
え
う
る

(
1
1
)
 

の
で
あ
る
。

太
政
大
臣

す
へ
ら
き
の
御
代
さ
か
ゆ
へ
き
春
な
れ
は
霞
を
こ
め
て
立
や
出
ま
し

右

俊

成

卿

女

君
か
た
め
猶
よ
ろ
っ
代
の
春
の
色
に
か
す
み
そ
め
た
る
明
ほ
の
L

空

左
芽
、
御
代
さ
か
ゆ
へ
き
春
世
み
な
こ
ひ
ね
か
ふ
へ
き
こ
と
に
侍
う
へ

に
、
下
句
そ
の
い
は
れ
き
こ
え
て
お
か
し
く
侍
に
や
、
右
、
君
か
た
め

猶
万
代
と
い
へ
る
、
又
す
て
か
た
く
侍
れ
は
、
両
方
の
祝
言
な
す
ら
へ

て
為
持

上
の
句
「
皇
の
御
代
さ
か
ゆ
ベ
き
春
な
れ
ば
」
(
帝
の
、
そ
し
て
後
嵯
峨
院
の

治
世
が
こ
れ
か
ら
き
っ
と
栄
花
を
誇
る
に
違
い
な
い
春
な
の
で
)
と
、
前
年
正

月
に
譲
位
し
た
後
嵯
峨
院
の
こ
れ
か
ら
の
治
世
を
言
祝
ぎ
、
そ
の
繁
栄
が
、
下

の
句
「
震
を
こ
め
て
た
ち
ゃ
出
で
ま
し
」
に
掛
か
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
の
「
た
ち
」
(
立
ち
)
は
、
「
春
」
の
縁
語
で
あ
る
と
同
時
に
、
「
た
ち
」

「
い
」
づ

l
(表
舞
台
に
出
る
)
意
も
含
ん
で
お
り
、
「
や

i
ま
し
」

(
i
し
よ

う
か
)
と
い
う
主
語
の
意
志
を
示
す
表
現
と
共
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「
霞
」
は
、
「
君
が
世
の
春
の
た
め
し
は
す
み
よ
し
の
松
に
か
か
れ
る
霞
な
り
け

り
」
(
『
拾
玉
集
』
五
七
三
三
)
に
み
る
如
く
、
治
世
へ
の
祝
意
を
表
す
の
に
用

い
ら
れ
、
さ
ら
に
、
「
春
の
色
を
い
く
万
代
か
み
な
せ
河
霞
の
ほ
ら
の
苔
の
み
ど

り
に
」
(
『
建
保
名
所
百
首
』
春
二
十
首
・
水
無
瀬
河
・
一
九
五
・
定
家
)
の
如

く
、
仙
洞
を
連
想
さ
せ
る
表
現
で
も
あ
っ
た
。
実
氏
は
、
後
嵯
峨
院
政
を
象
徴

す
る
「
霞
」
を
「
こ
め
」
(
散
ら
す
こ
と
な
く
集
め
)
て
、
こ
れ
か
ら
の
院
政
に

我
こ
そ
が
「
た
ち
ゃ
出
で
ま
し
」
(
一
役
買
お
う
)
と
い
う
意
志
を
詠
歌
の
中
に

(
1
2
)
 

込
め
て
い
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

-40-

で
は
、
本
節
の
最
後
に
、
御
子
左
家
の
底
護
者
で
あ
り
、
な
お
か
つ
、
前
太

政
大
臣
、
関
東
申
次
、
院
評
定
衆
と
い
う
、
後
嵯
峨
院
政
に
お
い
て
極
め
て
重

要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
西
国
寺
実
氏
の
場
合
を
み
て
み
よ
う
。
実
氏
に
つ
い

て
は
、
勝
三
、
負
四
、
持
三
と
、
成
績
自
体
あ
ま
り
よ
く
な
い
。
例
え
ば
、
「
早

春
霞
」
題
で
実
氏
は
以
下
の
知
く
詠
む
。

(
資
料
3
)
『
院
御
歌
合
』
早
春
霞
・
二
番

二
番左

持



(
資
料
4
)
『
院
御
歌
合
』
山
花
・
十
五
番

十
五
番左

太

政

大

臣

お
も
ひ
出
よ
我
も
む
か
し
は
龍
岡
山
高
根
の
花
も
袖
に
か
け
て
き

右

勝

俊

成

卿

女

春
は
又
花
の
都
と
な
り
に
け
り
桜
に
L

ほ
ふ
み
よ
し
の
〉
山

左
、
我
も
む
か
し
は
た
っ
た
山
、
さ
た
め
て
ゆ
へ
ふ
か
く
侍
ら
ん
と
見

え
侍
り
、
右
、
桜
に
与
ほ
ふ
み
よ
し
の
〉
山
、
花
の
都
に
心
も
成
か
へ

り
て
う
つ
り
侍
ぬ
る
に
こ
そ

ま
た
、
「
山
花
」
題
で
、
実
氏
は
「
高
根
の
花
」
を
詠
み
込
む
が
、
こ
の
表
現

は
、
慈
円
が
『
白
氏
文
集
』
の
詩
句
を
題
に
し
た
句
題
和
歌
「
文
集
百
首
」
で

「
谷
か
げ
や
心
の
に
ほ
ひ
袖
に
み
ち
た
か
ね
の
花
の
色
も
よ
し
な
し
」
(
『
拾
玉

集
』
詠
百
首
和
歌
(
文
集
百
首
)
・
閑
居
十
首
・
「
心
足
即
為
富
、
身
閑
侃
当
貴
、

富
貴
在
此
中
、
何
必
居
高
位
」
・
一
九
八

O
)
と
詠
ん
で
い
る
よ
う
に
、
詩
句
の

「
高
位
」
を
換
言
し
た
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。
実
氏
の
場
合
、
「
我
も
む
か
し
は

龍
田
山
高
根
の
花
も
袖
に
か
け
て
き
」
(
私
も
昔
は
立
田
山
の
高
嶺
に
桜
狩
り
し

た
知
く
宮
中
に
お
い
て
高
位
に
あ
っ
た
)
と
、
『
院
御
歌
合
』
の
前
年
十
二
月
に

前
太
政
大
臣
を
辞
し
た
実
氏
自
身
を
引
き
写
し
た
よ
う
な
詠
み
ぶ
り
を
み
せ
て

(
1
3
)
 

い
る
。
為
家
は
、
「
さ
た
め
て
ゆ
へ
ふ
か
く
侍
ら
ん
と
見
え
侍
り
」
と
、
実
氏

の
意
図
を
汲
み
取
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
判
を
記
す
が
、
結
果
的
に
は
俊
成
卿

女
に
勝
を
付
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
実
氏
の
詠
か
ら
は
、
出
詠
者
が
題
を
十
全
に

詠
み
込
む
こ
と
よ
り
も
、
自
身
の
主
張
を
和
歌
に
織
り
込
む
こ
と
を
優
先
さ
せ

る
事
象
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
逆
に
言
え
ば
そ
う
い
っ
た
主
張
が

許
さ
れ
る
〈
場
〉
と
し
て
『
院
御
歌
合
』
が
機
能
し
て
い
た
と
い
う
見
方
も
成

り
立
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

以
上
、
『
院
御
歌
合
』
の
題
の
構
成
や
『
続
後
撰
和
歌
集
』
入
集
歌
人
、
非
入

集
歌
人
の
確
認
や
、
為
家
、
蓮
性
、
そ
し
て
実
氏
の
『
院
御
歌
合
』
出
詠
歌
や

判
調
等
の
検
討
を
通
し
て
、
『
院
御
歌
合
』
の
持
つ
性
格
の
一
端
を
指
摘
し
た
。

当
該
歌
合
が
、
後
嵯
峨
院
を
は
じ
め
と
す
る
当
代
歌
人
の
撰
集
資
料
と
な
っ
て

い
た
こ
と
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
譲
位
以
前
の
詠
が
殆
ど
確
認
さ
れ
な
い

後
嵯
峨
院
か
ら
広
く
詠
を
集
め
る
狙
い
の
も
と
設
題
が
な
さ
れ
た
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

一
方
、
為
家
、
蓮
性
、
実
氏
の
出
詠
歌
を
摘
出
し
、
歌
合
に
お
け
る
勝
負
と

は
別
に
、
各
詠
者
が
個
別
の
意
図
の
も
と
歌
作
に
及
ん
だ
可
能
性
を
あ
ら
た
め

て
指
摘
し
た
。

当
該
歌
合
に
関
し
て
は
、
後
嵯
峨
院
政
期
に
満
ち
て
い
た
祝
言
性
を
色
濃
く

看
取
で
き
る
こ
と
が
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
今
ま
で
行
っ
て
き
た
注
釈
作

業
の
成
果
等
を
利
用
し
つ
つ
、
各
歌
人
の
出
詠
歌
や
判
詞
を
さ
ら
に
細
か
く
分

析
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
院
御
歌
合
』
の
様
々
な
性
格
が
明
ら
か
に
な
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。
今
後
も
『
院
御
歌
合
』
を
読
み
進
め
て
ゆ
き
た
い
。



※
『
院
御
歌
合
』
本
文
は
、
永
青
文
庫
本
(
細
川
家
永
青
文
庫
叢
刊
第
八
巻

『
歌
合
集
』
《
昭
和
卸
年
汲
古
書
院
》
)
を
用
い
、
『
万
葉
集
』
は
、
本
文
、
歌

番
号
と
も
に
塙
書
房
刊
『
万
葉
集
訳
文
篇
』
を
用
い
た
。
そ
の
他
の
和
歌
本

文
は
、
「
新
編
国
歌
大
観
」
に
拠
っ
た
。
な
お
、
引
用
本
文
に
は
適
宜
傍
線
等
を

付
し
た
。

〔注〕
(
1
)
位
藤
邦
生
・
森
下
要
治
・
田
野
慎
二
・
山
崎
真
克
・
藤
川
「
宝
治
元
年

『
院
御
歌
合
』
注
釈
|
「
社
頭
祝
」
題

l
」
(
『
尾
道
大
学
芸
術
文
化
学
部

紀
要
』
第
9
号
平
成
辺
年
3
月)。

(
2
)
後
嵯
峨
院
の
『
院
御
歌
合
』
か
ら
の
『
続
後
撰
和
歌
集
』
入
集
歌
に
つ

い
て
は
、
小
林
強
氏
「
後
嵯
峨
院
の
詠
作
活
動
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」

(
『
中
世
文
塾
論
稿
』
第
凶
号
平
成
5
年
3
月
)
に
調
査
が
み
え
る
。

(
3
)
『
藤
原
為
家
研
究
』
(
平
成
却
年
笠
間
書
院
)
序
章
第
一
節
後
嵯
峨
院

の
時
代
と
そ
の
歌
壇
参
照
。

(
4
)
前
掲

(
2
)
論
文
参
照
。

(
5
)
有
吉
保
氏
は
『
宝
治
百
首
』
に
関
連
し
て
、
「
こ
の
百
首
か
ら
続
後
撰
集

に
採
歌
さ
れ
た
歌
は
、
春
七
、
夏
七
、
秋
九
、
冬
玉
、
神
祇
二
、
恋
二
十

凸

U

四
、
雑
二
、
賀
一
で
計
幻
首
」
で
、
「
全
体
で
∞
首
中
よ
り
灯
首
の
入
集
数

a『

は
少
な
い
感
が
あ
る
。
ま
た
、
撰
者
為
家
の
入
集
が
零
で
あ
り
、
当
代
専

門
歌
人
の
信
実
(
寂
西
)
、
光
俊
(
真
観
)
、
成
茂
な
ど
が
各
1
首
で
あ
り
、

宝
治
百
首
の
作
者
四
十
名
中
十
七
名
が
1
首
も
入
集
し
て
い
な
い
こ
と
は
、

勅
撰
集
撰
進
の
た
め
の
資
料
源
と
し
て
の
百
首
歌
の
意
味
が
果
た
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
に
な
る
」
と
指
摘
さ
れ
る
。
『
勅
撰
和
歌
集
入
門
』
(
平
成
引

年
勉
誠
出
版
)
参
照
。

(
6
)
承
明
門
院
小
宰
相
の
当
該
歌
合
か
ら
の
『
続
後
撰
和
歌
集
』
入
集
歌
は

持
の
歌
、
ま
た
、
禅
信
の
入
集
歌
は
負
歌
で
あ
る
。

(
7
)
こ
の
他
の
越
前
の
『
続
後
撰
和
歌
集
』
入
集
歌
は
、
他
に
「
た
な
ば
た

の
な
み
だ
や
そ
へ
て
か
へ
す
ら
ん
わ
が
衣
手
の
け
さ
は
つ
ゆ
け
き
」
(
『
続

後
撰
和
歌
集
』
秋
歌
上
・
「
お
な
じ
く
よ
み
侍
り
け
る
」
・
二
六
二
)
、
「
月

か
げ
は
こ
ほ
り
と
見
え
て
よ
し
の
が
は
い
は
こ
す
な
み
に
秋
か
ぜ
ぞ
ふ
く
」

(
『
続
後
撰
和
歌
集
』
秋
歌
中
・
「
建
仁
元
年
八
月
十
五
夜
和
歌
所
撰
歌
合

に
、
河
月
似
氷
と
い
へ
る
こ
と
を
」
・
三
四
二
)
の
二
首
。

(
8
)
「
和
歌
の
読
解
と
作
歌
環
境
|
『
院
御
歌
合
』
を
例
に
し
て
|
」
(
『
国
語

と
教
育
』
第
ロ
号
平
成
円
年
日
月
)
参
照
。

(
9
)
蓮
性
の
「
山
花
」
題
詠
の
参
考
歌
と
し
て
は
、
「
思
ひ
余
り
い
た
も
す

ベ
な
み
玉
だ
す
き
畝
傍
の
山
に
我
標
結
ひ
っ
」
(
『
万
葉
集
』
巻
第

七
・
「
山
に
寄
す
る
」
・
一
三
三
五
)
が
、
ま
た
、
「
五
月
郭
公
」
題
詠
の
参

考
歌
と
し
て
は
、
「
削
叫
日
剖
引
い
た
く
な
鳴
き
そ
制
利
剤
剖
五
月

の
玉
に
あ
へ
貫
く
ま
で
に
」
(
『
万
葉
集
』
巻
第
八
・
夏
の
雑
歌
・
「
藤
原

夫
人
の
歌
一
首
」
・
一
四
六
五
・
藤
原
夫
人
)
、
「
ほ
と
と
ぎ
す
待
て
ど
来

鳴
か
ず
あ
や
め
草
玉
に
貫
く
日
を
い
ま
だ
遠
み
か
」
(
『
万
葉
集
』

同
・
「
大
伴
家
持
の
震
公
烏
の
歌
一
首
」
・
一
四
九

0
・
家
持
)
等
が
あ
げ

ら
れ
る
。
藤
川
「
『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
の
諸
相
」
(
『
国
文
学
政
』
第
加
号

内
ノ
“

A
吐



平
成
引
年
ロ
月
)
参
照
。

(
叩
)
な
お
、
蓮
性
の
『
続
後
撰
和
歌
集
』
入
集
歌
の
内
、
二
四
一
番
歌
に
つ

い
て
は
、
木
船
重
昭
氏
が
「
葦
辺
よ
り
満
ち
来
る
測
叫
川
引
樹
叫
に

思
へ
か
君
が
忘
れ
か
ね
つ
る
」
(
『
万
葉
集
』
第
四
・
相
聞
・
「
山
口
女
王
、

大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
歌
五
首
」
・
六
二

O
※
『
新
古
今
和
歌
集
』
恋
歌
五

「
中
納
言
家
持
に
つ
か
は
し
け
る
」
・
山
口
女
王
)
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

『
続
後
撰
和
歌
集
全
注
釈
』
(
平
成
元
年
大
学
堂
書
庖
)
参
照
。

(
日
)
岩
崎
謹
太
郎
氏
は
、
『
内
裏
名
所
百
首
』
、
『
洞
院
摂
政
家
百
首
』
、
『
宝
治

百
首
』
に
お
け
る
知
家
の
「
古
典
摂
取
」
を
調
査
さ
れ
、
「
建
保
期
と
貞
永

期
に
は
三
代
集
の
摂
取
が
多
か
っ
た
の
に
、
割
削
矧
同
制
引
剖
創
叫
引
制

が
減
じ
て
、
万
葉
歌
の
摂
取
が
急
増
し
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
た
上
で
、
「
(
知

家
は
、
稿
者
注
)
寛
元
四
年
(
一
二
四
六
)
頃
か
ら
御
子
左
派
に
反
旗
を

ひ
る
が
え
し
た
。
そ
の
頃
か
ら
知
家
は
、
万
葉
集
を
尊
重
す
る
父
祖
の
家

学
に
目
ざ
め
、
万
葉
歌
を
ふ
ま
え
た
歌
が
急
激
に
増
加
す
る
と
と
も
に
、

三
代
集
か
ら
の
摂
取
が
急
激
に
減
少
し
た
の
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
る
。
「
知

家
の
歌
に
お
け
る
古
典
摂
取
の
様
相
と
変
選

i
諸
歌
人
と
の
対
比
に
お
い

て
|
」
(
『
日
本
文
学
研
究
』

2
号
昭
和
訓
年
日
月
)
参
照
。

(
ロ
)
藤
川
「
宝
治
元
年
『
院
御
歌
合
』
の
西
国
寺
実
氏
」
(
『
国
語
と
国
文
学
』

第
幻
巻
第
6
号
平
成
は
年
6
月
号
)
参
照
。

(
日
)
藤
川
前
掲
(
ロ
)
論
文
参
照
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
平
成
二
十
一
年
度
尾
道
大
学
学
長
裁
量
教
育
研
究
費
、
研

究
テ

i
マ
「
宝
治
元
年
『
院
御
歌
合
』
注
釈
を
通
し
た
鎌
倉
時
代
中
期
の
〈
政

治
と
文
学
〉
に
関
す
る
綜
合
的
研
究
」
(
代
表
者
藤
川
功
和
)
に
よ
る
研
究
成

果
の
一
部
で
あ
る
。
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